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は じ め に                     

全日本柔道連盟大会事業委員会では、従来の「大会運営規程」をわかりや

すくスリム化し、重要なポイントを取り上げた「大会運営ガイドブック」を

作成し、統一した大会運営ができるよう進めて参りました。 

また、各種大会に委員を派遣し、大会運営関係者が最新版の「大会運営ガ

イドブック２０２３」に則った運営ができるように指導・助言を行い、大会

を成功させるとともに国内における大会運営手順を統一化できるよう鋭意活

動をして参りました。 

まだ記憶にも新しい、２０２０年初頭より日本でも新型コロナウイルスの

感染拡大が始まりましたが、現在では、5 類となり以前の様に観客の声援のあ

る中、大会も開催され、選手も日ごろの成果を思う存分発揮できる場面が多

く見受けられるようになりました。 

大小各種大会はございますが、この度、「大会運営ガイドブック２０２３」

と合わせて、競技係員用のマニュアルも更新しております。全日本柔道連盟

が主催する大会で、実際使われている資料を例に、大会前の準備から順を追

って分かりやすく校正された内容となっております。今後も常に選手、観

客、メディアに配慮した準備、進行、運営を念頭に、随時この競技運営用の

マニュアルを更新して参りたいと考えておりますので、是非とも各大会にて

ご活用頂けると幸いです。 

 

全日本柔道連盟 大会事業委員会委員長 

岡泉 茂
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競技係員用マニュアル                
大会運営のためには、係員必携（マニュアル）が必要です。大会によって

は、様々なマニュアルを作成していますが、全日本柔道連盟の主催大会等で

作成しているマニュアルをお示ししますので、参考にしていただければ幸い

です。また、大会運営で作成した資料を随時更新していきますので、各種大

会でご活用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大会運営三大原則(全柔連大会運営規程より) 

 大会の規模や参加する選手のレベルにより大会の運営方法が異なる

場合でも、次にあげる 3 つの事項については厳守しなければならない。 

 

最大限、選手の立場に立った準備、進行、運営を行う。 

最大限、観客に配慮した準備、進行、運営を行う。 

最大限、メディアに配慮した準備、進行、運営を行う。 
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競技係員用マニュアルの構成(例)             
作成した資料は✓しましょう 

№ 内容 更新日 ✓ 

1 大会スケジュール   

2 大会要項   

3 係員リスト   

4 タイムテーブル   

5 組合せ(トーナメント表)   

6 会場図面(全体・詳細・試合会場)   

7 座席表   

8 トランシーバー割当表   

9 各係マニュアル(競技)   

10 放送原稿   

11 放送原稿(決勝戦)   

12 放送原稿(表彰式)   

13 資料 コンテストオーダー   

14 資料 タイマー各種リンク(事前確認)   

15 資料 SEIKO システムと手書き記録用紙の流れ   

16 資料 技名称リスト   

17 資料 SEIKO システム試合記録罰則内容一覧   

18 資料 記録用紙記入例   

19 資料 ダイレクト反則負け報告書   

20 資料 柔道衣コントロール   

21 資料 計量   

22 資料 動線図   

23 資料 審判員リスト   

24 資料 欠場者リスト   
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１ 大会スケジュール           作成例  
 大会準備にあたり、大会前日(会場設営)大会終了(撤収)までのスケジュー

ルを作成する。 

各現場におけるスケジュールが同じ時間軸で確認できるように作成する。 

メインアリーナ(試合場)・サブアリーナ(練習会場)・その他(計量会場等) 

 

大会前日 

時間 メインアリーナ サブアリーナ 

（計量会場） 
その他 

9:00 

 

10:00 

 

11:00 

 

12:00 

 

13:00 

 

14:00 

 

15:00 

 

16:00 

 

17:00 

 

18:00 

 

19:00 

 

20:00 

  

会場設営開始 

養生シート・ひな壇設営 

 

職員集合 

畳敷き込み 

 

 

 

テレビ局中継設営作業開始 

畳清掃 

 

 

タイマー・CAREシステム設置 

コピー機搬入 

テレビ局打合せ 

 

 

係員打合せ 

 

 

設営完了 

 

職員等解散・会場施錠 

 

練習会場畳敷き込み 

 

 

 

選手・帯同者・コーチ受付 

 

 

前日練習解放 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

非公式計量（18：30～19：

00） 

公式計量（19：00～19：

30） 

 

会場施錠 

 

会議室設営開始 

 会議室・計量会場・

ドーピング会場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

審判会議 

代表者会議 
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 大会当日 

時間 メインアリーナ サブアリーナ 

（計量会場） その他 

6：00 

 

7：00 

 

8：00 

 

9:00 

 

10:00 

 

11:00 

 

12:00 

 

13:00 

 

14:00 

 

15:00 

 

16:00 

 

17:00 

 

18:00 

 

19:00 

 

20:00  

 

 

選手受付・一部係員集合 

 

係員集合・練習会場開放 

係員打合せ 

開会式 

試合開始（9:30）予選ラウン

ド 

 

 

 

 

 

 

決勝ランウド開始 

 

 

 

 

 

 

 

試合終了・閉会式・表彰式 

 

係員撤収・解散 

 

撤収・解散 

 

撤収終了 

 

 

選手受杖・練習会場開放 

 

当日計量案内 

当日計量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

練習会場撤去開始 

 

 

撤去終了 

 

 

選手受付 

 

当日計量案内 

当日計量（会議室） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場撤去開始 

 

 

ドーピング終了後撤去

開始 

撤去終了 
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２ 大会要項               作成例  
 大会委員会等により作成され、選手に発信された大会要項を添付する。  
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３ 係員リスト              作成例  

 委嘱された係員一覧を添付する。連絡等に活用。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ その他、必要な部署のリストを追加する 

(例：医療衛生部・ドーピングコントロール部・審判部等)  
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４ タイムテーブル            作成例  
 大会を進行するためのタイムテーブルを作成する。 

※ 進行用のタイムテーブルは、詳細な時間等が掲載されているため、 

外部に出さないようにする。(時間軸を削除したものを発信する)  
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５ 組合せ(トーナメント表)        作成例  
 抽選で決定した組合せ(トーナメント表)を添付する。 

※ 進行や記録として活用する。  



2023.12.15 現在 

６ 会場図面(全体・詳細・試合会場)    作成例  
 会場施設等の図面を添付する。 

※ 選手動線や会場案内等で活用する。 

 

詳細図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   試合会場  
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７ 席次表                作成例  
 役員(来賓)や係員の席次表を作成し、添付する。 

※ 各試合場の係員配置について、業務を考慮して配置する。(時計係、VTR

係、審判委員、副審が連携できる配置にする) 

※ 会場の大きさによって業務を兼務する役職が発生する場合があるが、業務

に支障がないように配慮する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【試合場係員】 

時計係、VTR 係、審判委員、副審を近 

くに配置することでビデオや、試合時間、 

スコアの確認がしやすい。 

 また、記録係を時計の近くに配置する 

ことで試合時間やポイントなどの記録が 

スムーズかつ正確に行える。  
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８ トランシーバー割当表         作成例  
 大会運営上トランシーバーを活用する場合は、割当表を作成し添付する。 

※ 業務上、部別でチャンネルを指定する。  
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９ 各係マニュアル(競技)①        作成例  
 競技係員は大会当日に集合する場合が多いため、マニュアルを見て業務内

容が分かるような資料を作成することが望ましい。  
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９ 各係マニュアル(競技)②        作成例  
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９ 各係マニュアル(競技)③        作成例  
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10 放送原稿               作成例  
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11 放送原稿 決勝戦           作成例  
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12 放送原稿 表彰式           作成例  
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13 コンテストオーダー          作成例  
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14 資料 タイマー各種リンク(事前確認)       
タイマー操作マニュアル(仮) 

◦時計係を担当する係員はタイマーの基本操作手順などを事前に確認する。 

 

① SEIKO タイマーホームページ(参考リンク) 

https://www.seiko-sts.co.jp/products/detail/sts_1622.html 

 

② 操作方法(参考リンク) 

https://youtu.be/qfxRqBSf8c0?si=PJFWj9YBYOgHGhgz 

 

大会時のトラブル防止のために 

◦副審、審判委員(ジュリー)との連携を図り、ミスの無いように業務を行う。 

◦スコア・ペナルティの加除訂正や計測・表示時間を訂正・修正する権限は、

主審がもっている。そのため、訂正・修正は、試合継続中あるいは試合中断

時に、主審の公式合図（ジェスチャー）あるいは指示で行われるものであ

り、係員等の判断で訂正・修正はできない。 

◦係員の方から確認や訂正を進言する場合は、副審または審判委員(ジュリー)

に、その旨を伝える。 

◦主審・副審ともに畳の上にいる場合は、審判委員(ジュリー)を通じて行う。

また、同様に、審判委員が配置されていない場合は、その場に立ち、手を上

げて、審判員に意思表示をすること。 

◦タイマーの操作、スコア・ペナルティの加除は、発声などで確認を行い、ミ

スの無いように正確におこなう。  

https://www.seiko-sts.co.jp/products/detail/sts_1622.html
https://youtu.be/qfxRqBSf8c0?si=PJFWj9YBYOgHGhgz
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15 資料 SEIKO システムと手書き記録用紙の流れ       
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16 資料 技名称リスト               
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17 SEIKO システム試合記録罰則内容一覧  作成例  
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18 記録用紙記入例①           作成例   
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18 記録用紙記入例②           作成例   
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18 記録用紙記入例③           作成例  
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18 記録用紙記入例④           作成例   
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19 資料 ダイレクト反則負け報告書    作成例         
 発生時、記録係が記入し競技進行係へ提出する。 

 大会終了後、大会本部へ提出し保管する。  
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20 資料 柔道衣コントロール①           
認証柔道衣 

 全柔連主催の指定大会に出場する選手は、全柔連が認証した柔道衣および

帯を着用しなければならない。(詳細は全柔連ホームページを参照) 

全柔連主催の指定大会以外の大会においても、大会要項に明記するなどし

て、あらかじめ定めておく必要がある。 

  

 

 

 

全柔連ホームページ      全柔連大会事業課作成        IJF作成 

    「柔道衣の規格」         「柔道衣ｺﾝﾄﾛｰﾙﾏﾆｭｱﾙ」     「Judogi Control June 2023」 

 

柔道衣測定器 

 柔道衣の測定をする際は、測定器を使用する。 

柔道衣測定器    

チェックの体勢 

 選手は立位でチェックを受ける。腕をまっすぐ伸ばし、掌を開き、指を上に

向ける。両手の親指と人差し指を合わせて三角形を作る。 

柔道衣コントロール時はこの体勢を崩してはならない。 
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20 資料 柔道衣コントロール①           
チェックの手順 

１ ゼッケンを確認する。 

選手名簿(ID カード)に記載された選手名とゼッケンの選手名は合致しな

ければならない。また、定められた規格や縫い付けがされているか、破れ

がないかを確認する。 

 

２ 柔道衣の衛生状態を確認する。 

柔道衣は概ね乾いた状態で、不快な臭いがなく、破れやシミ(血液を含

む)がないこと。また、摩耗(特に襟部分)がないこと。 

 

３ 柔道衣と帯の認証を確認する。 

柔道衣のメーカーは、上衣と下穿きで同一でなければならず、色も同じ

でなければならない。ただし、帯のメーカーは柔道衣と異なっても良い。  
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20 資料 柔道衣コントロール②           
４ 柔道衣の氏名等の表示を確認する。
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20 資料 柔道衣コントロール③           

５ サイズを確認する。 

 Ⅰ.帯 

  ア.腰（腰骨の位置）にしっかりときつく締め

られていることを確認する。 

  イ.帯の厚さは 4 ㎜～5 ㎜であること。 

  ウ.中央の結び目から帯の端までの長さは 20～30 ㎝あること。 

  エ.帯は硬く滑りやすい素材であってはならず、結び目が固く正しくでき

るものであること。 

 

 Ⅱ.上衣 

ア.上衣は完全に臀部を覆っていなければならない。※ 

イ.腕をまっすぐ伸ばした状態で、測定器全体がスムーズに袖の中に入

らなければならない。 

ウ.袖は手首の骨（尺骨頭）を含めた腕全体を覆っていること。 

エ.帯の位置で上衣が重なる部分の幅は 25㎝以上なければならない。 

オ.襟の厚さは 1 ㎝かそれ以下であること。 

カ.襟の幅は 4 ㎝であること。 

キ.胸骨の一番上から、上衣が重なるところまでの垂直距離は 10 ㎝未満

でなくてはならない。  
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20 資料 柔道衣コントロール④           
  ※ 上衣の前後が同等の長さでお尻を完璧に覆っており、帯から下に出

ている上衣の長さが各階級の規程に合っているかを確認。 

階級「-48・-52・-57・-63・-70・-60・-66・-73kg 級」 

⇒ 20 ㎝以上であるかを確認。 

階級「-78・+78・-81・-90・-100・+100kg級」  

⇒ 25 ㎝以上であるかを確認。 

詳しくは IJF 作成の「Judogi Control June 2023」を参照。 

 

 Ⅲ.下穿き 

   ア.下穿きの裾口からくるぶしの外側(足首)までの距離

は 5 ㎝かそれ以下であること。 

   イ.下穿きの幅は、膝の位置で 10 ㎝～15㎝あること。 

 

 Ⅳ.女子の T シャツ 

   ア.色は白(透けない)、半そで、丸首とする。 

イ.製造業者マークは、最大 30c ㎡のサイズであれば認められる。柔道

衣を着用した際に、製造業者マークが見えてはならない。 

ウ.所属名称もしくは、所属を表すエンブレムを左胸に固定してつける

ことは認められる。大きさは最大 100c ㎡とする。  

エ.いかなる商業的なマーキングもつけてはならない。  
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20 資料 柔道衣コントロール⑤           
 Ⅴ.その他 

ア.規程に満たない場合、短時間に着替えるよう命じなければならな

い。それでも満たない場合は出場を認めない。原則として、主催者

は予備の柔道衣を準備しない。 

イ.手足の爪は短く切ってあり、試合者の個人的衛生状態がよく保たれ

ていること。 

ウ.長い髪は試合相手の迷惑にならないよう束ねてあること。 

エ.マウスピースの着装については、事前に審判員(試合場係員)へ申し

出ることによって着装することができる。ただし、白もしくは透明

なものに限る。 

オ.下穿きの下に着けるスパッツ等の長さは、膝よりも短いことを原則

とする。 

カ.入れ墨については、事前に審判員(試合場係員)へ申し出たうえで、

シャツやテープ等で隠すこととする。 

キ.監督(指導者)の服装については、原則として審判員に準じたものと

する。  
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21 資料 計量①                  
使用物品 

・体重計（デジタルで小数第 2 位まで計測できるものが望ましい） 

 ・測定結果記録用紙（選手名表等） 

・筆記用具(青色ボールペンが望ましい) 

 

計量時のルール 

 ・全柔連主催大会(シニア、ジュニア)の公式計量は試合の前日に実施す

る。 

※県大会等の地方大会及びそれらに準ずる大会においては主催者で判断

する。 

 ・公式計量の際は小数第 1 位を結果とする（小数第 2 位は切り捨て）。 

  ※表示には小数第 2 位をテープ等で目隠しをする。 

 ・公式計量で体重計に乗るのは 1回のみとする。 

  （一度降りた後は再度乗ることはできない） 

 ・非公式計量と公式計量を同一の体重計を使用する。 

 ・選手と同性の係員を配置する。 

 ・体重計の設置場所は固い床、または厚みのある板の上に乗せる。さらに

正確に測定ができるかを確認する。 

 ・公式計量における選手の服装は下着または裸とする。  
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21 資料 計量②                  
計量の流れ 

 Ⅰ.公式計量前  ・体重計の準備および確認。 

重量が記載してある重り等を使用し、体重計の表示が

正確であるかを確認する。また複数の体重計がある場

合は、同じ計測結果となるかを確認する 

 Ⅱ.非公式計量開始 

 

 

 Ⅲ.公式計量直前 ・再度体重計の動作確認を行う。 

 ※全柔連主催大会では計量責任者、強化委員で行う。 

・計量会場内から選手以外を退出させる。 

・計量責任者が計量の流れ、ルールについて計量責任者

が説明。 

 

 Ⅳ.公式計量開始 ・選手は ID カードを提示し、チェッカー（※1）が記録

表と照合する。 

・コントローラー（※2）の指示で体重計に乗る。 

 (体重計の中心に乗るように指示) 

・体重計の表示が止まるまでは、体重計から降ろさな

い。 

・体重計の表示が止まったのを確認後、チェッカーが体

重を読み上げ、選手に体重を確認させて降りる指示を

する。 

 ※計量失格の場合は、選手に体重の表示を確認させ、

記録表に体重を記入後、当該選手のサインを記入させ

る。 
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21 資料 計量②                  
 ※公式計量終了時間までに来なかった選手は、計量担

当者が記録表の当該選手サイン欄に DNA（Did Not 

Appear)と記入する。 

 ※全柔連主催大会において、公式計量結果が非公式計

量結果と異なる場合は、計量責任者又は計量を担当し

ている強化委員に対し異議申し立てを行うことができ

る。 

 

  ※1 チェッカー⇒ 選手確認・体重読み上げ・記録担当者 

  ※2 コントローラー⇒ 選手導線の確保と体重測定のタイミング指示者 

 

計量動線  
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22 資料 動線図①            作成例  
決勝戦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

優勝者インタビュー 
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22 資料 動線図②            作成例  
表彰式  



2023.12.15 現在 

23 資料 審判員リスト          作成例  
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24 資料 欠場者リスト          作成例   
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